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「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」創
設
に
あ
た
っ
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
概
要

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
改
正
案
は
、

本
年
２
月
に
国
会
に
提
出
さ
れ
、
６
月
５
日
に
成
立

し
た
。
い
よ
い
よ
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
衆
・
参
両
院
の
委
員
会
審
議
で
は
、
採
決
に
際

し
て
附
帯
決
議
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
、
我
々

が
主
張
し
て
き
た
「
支
援
金
は
医
療
保
険
料
等
と
性

格
の
異
な
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
」、「
国
が
実
務

上
一
律
の
支
援
金
率
を
示
す
取
扱
い
を
堅
持
す
る
こ

と
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

総
務
省
が
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
日

本
の
子
ど
も
の
数
（
15
歳
未
満
人
口
）
の
推
計
を
公

表
し
た
。
子
ど
も
の
数
は
、
前
年
に
比
べ
33
万
人
少

な
い
１
４
０
１
万
人
で
、
昭
和
57
年
か
ら
43
年
連
続

で
減
少
し
、
過
去
最
少
を
更
新
し
た
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
「
２
０
２
３
年
人
口
動
態

統
計
月
報
年
計
」
に
よ
れ
ば
、
出
生
数
は
８
年
連
続

で
過
去
最
少
を
更
新
し
、
前
年
よ
り
も
４
万
３
４
８

２
人
少
な
い
72
万
７
２
７
７
人
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
日
本
の
将
来
推
計
人
口
の
出
生
数
が
72
万

人
台
ま
で
減
少
す
る
の
は
、
10
年
後
の
２
０
３
４
年

と
予
測
さ
れ
て
い
た
の
で
、
よ
り
一
層
の
少
子
化
傾

向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

国
は
２
０
３
０
年
代
に
入
る
ま
で
が
、
少
子
化
傾

向
を
反
転
さ
せ
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
の
問
題
認
識

の
も
と
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
構
築
に
と
り

か
か
り
、「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
盛
り
込
ん
だ
施
策
を
確

実
に
実
施
す
る
た
め
の
法
律
と
な
っ
た
。
そ
の
柱
は
、

①
加
速
化
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
ま
れ
た
子
育
て
支
援
の

施
策
や
給
付
の
拡
充
、
②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特

別
会
計
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
ど
も
金
庫
」
の
創
設
、
③

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
創
設
の
３
項
目
で

あ
る
。

　

こ
の
う
ち
③
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
、
国
が
医
療

保
険
者
か
ら
支
援
納
付
金
を
徴
収
す
る
仕
組
み
を
導

入
し
、
医
療
保
険
者
は
被
保
険
者
等
か
ら
医
療
保
険

料
と
合
わ
せ
て
支
援
金
を
徴
収
し
、
国
に
納
付
す
る

義
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
。

支
援
納
付
金
を
徴
収
す
る
の
に
「
実
質
的
負
担
は

な
し
」
？

　

岸
田
首
相
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
は
、
歳

出
改
革
に
よ
る
社
会
保
険
料
負
担
の
軽
減
効
果
の
範

囲
内
で
構
築
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
実
質
的
負
担

は
生
じ
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

支
援
金
制
度
は
、
社
会
保
障
負
担
率
と
い
う
具
体
的

な
メ
ル
ク
マ
ー
ク
を
設
け
、
支
援
金
を
導
入
し
て
も

社
会
保
障
負
担
率
は
上
が
ら
ず
、
国
民
に
新
た
な
負

担
を
求
め
な
い
こ
と
の
証
と
し
て
約
束
し
た
い
と
強

調
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
公
表
さ
れ
た
こ
ど
も
家
庭
庁
の

試
算
に
よ
る
と
、
健
保
組
合
の
場
合
、
被
保
険
者
と

事
業
主
負
担
を
合
わ
せ
た
１
人
当
た
り
の
負
担
は
月

平
均
で
１
７
０
０
円
、
年
間
で
平
均
２
万
円
を
超
え

る
額
と
な
る
。
国
は
歳
出
改
革
に
よ
る
保
険
料
負
担

の
軽
減
効
果
の
範
囲
内
と
し
て
い
る
が
、
実
際
そ
の

軽
減
が
被
保
険
者
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か

不
透
明
で
あ
る
う
え
、
被
保
険
者
と
事
業
主
の
負
担

が
増
え
る
の
は
、
こ
の
試
算
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
実
質
的
な
負
担
増
に
し
か
思
え
な
い
。

　

こ
ど
も
家
庭
庁
の
資
料
に
よ
れ
ば
、「
少
子
化
対

策
に
受
益
を
有
す
る
全
世
代
・
全
経
済
主
体
が
、
子

育
て
世
帯
を
支
え
る
新
し
い
分
か
ち
合
い
・
連
帯
の

仕
組
み
と
し
て
、
医
療
保
険
の
保
険
料
と
合
わ
せ
て

拠
出
い
た
だ
く
」
と
さ
れ
、
支
援
納
付
金
の
総
額
の

う
ち
、
被
保
険
者
・
事
業
主
が
負
担
す
る
額
の
目
安

は
、
令
和
８
年
度
は
概
ね
６
０
０
０
億
円
、
９
年
度

は
８
０
０
０
億
円
、
10
年
度
は
１
兆
円
と
い
う
。

　

ま
た
、
支
援
金
率
は
、
政
令
で
定
め
る
率
の
範
囲

内
に
お
い
て
定
め
る
と
す
る
一
方
で
、
支
援
金
は
被

保
険
者
の
標
準
報
酬
総
額
に
応
じ
た
額
に
な
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
実
務
上
は
国
が
一
律
に
示
す
運
用
と
さ

れ
た
。
し
か
し
、
支
援
金
は
前
述
の
と
お
り
医
療
保

険
料
と
合
わ
せ
て
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
各
医

療
保
険
制
度
に
準
じ
て
負
担
能
力
に
応
じ
た
仕
組
み

と
し
て
い
る
が
、
介
護
納
付
金
や
前
期
高
齢
者
納
付

金
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
と
同
様
に
「
概
算
・
精

算
方
式
」
の
仕
組
み
と
さ
れ
て
お
り
、
負
担
能
力
・

支
援
金
率
以
上
の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る

場
合
も
想
定
さ
れ
る
。

　

支
援
納
付
金
総
額
の
目
標
額
は
年
々
増
加
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
以
上
、
今
後
、
医
療
・
介
護
等

の
影
響
を
踏
ま
え
て
も
、
被
保
険
者
と
事
業
主
の
納

付
金
額
負
担
が
増
え
る
の
は
明
白
で
あ
る
。

　

今
後
の
健
保
組
合
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
間
違
い
は
な
く
、
国
が
い
う
全
世
代
・
全

経
済
主
体
で
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
公
平
な
負
担
に

基
づ
く
制
度
構
築
を
強
く
望
み
た
い
。
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Ⅰ�　
重
点
要
望
事
項
・

新
規
要
望
事
項

１
．
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
公
費
拡
充
の

た
め
の
安
定
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
医
療
の
負
担
構
造
の
見
直

し
、
国
民
所
得
の
伸
び
を
上
回
っ
て
増

え
続
け
る
国
民
医
療
費
の
抑
制
策
等
も

含
め
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
確

立
の
た
め
の
更
な
る
見
直
し
を
早
急
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

２
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
改
善
す
る
よ
う
引
き
続
き
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
継
続
・
修
正
）

①　

増
え
続
け
る
膨
大
な
医
療
費
の
軽
減

と
世
代
間
の
公
平
な
負
担
を
図
る
た
め
、

前
期
高
齢
者
、
後
期
高
齢
者
の
自
己
負

担
割
合
を
以
下
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

　
　

�

前
期
高
齢
者
…
３
割
負
担
（
住
民
税

非
課
税
者
２
割
負
担
）

　
　

�

後
期
高
齢
者
…
２
割
負
担
（
現
役
並

み
３
割
、
住
民
税
非
課
税
者
１
割
負

担
）
と
す
る
が
、
将
来
的
に
は
３
割

負
担

に
廃
止
す
る
な
ど
、
前
期
高
齢
者
の
費

用
負
担
構
造
の
見
直
し
を
早
急
に
実
施

す
る
こ
と
。

⑥　

国
民
健
康
保
険
の
補
助
金
は
、
都
道

府
県
か
ら
普
通
交
付
金
と
特
別
交
付
金

と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
通
交

付
金
は
国
保
保
険
料
と
前
期
高
齢
者
納

付
金
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
が
、
前
期

高
齢
者
納
付
金
を
財
源
と
す
る
も
の
は

普
通
交
付
金
か
ら
除
外
し
、「
前
期
高

齢
者
交
付
金
」
と
し
て
勘
定
を
分
け
、

目
的
を
明
確
に
し
た
う
え
で
交
付
す
る

こ
と
。�

〈
修
正
〉

３
．
被
扶
養
者
認
定
は
、
保
険
者
の
処
分

と
し
て
教
示
文
の
記
載
が
必
要
と
解
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
審
査
請
求
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
扶
養
者
認
定
基
準
の

統
一
化
・
明
確
化
に
つ
い
て
「
引
き
続

き
、
必
要
な
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

①　

適
用
拡
大
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
扶

養
者
の
ほ
う
が
、
適
用
拡
大
の
対
象
と

②　

前
期
高
齢
者
納
付
金
・
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
が
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
、
公
費
に
よ
る
拠
出
金
負
担
軽
減

措
置
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
高
齢
者
支
援
金
等
負
担
金
助
成

事
業
を
継
続
し
、
交
付
基
準
の
緩
和
及

び
補
助
金
の
増
額
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

�

〈
修
正
〉

③　

前
期
高
齢
者
納
付
金
の
算
定
に
当
た

っ
て
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
前
期
高

齢
者
給
付
費
の
上
限
の
ほ
か
に
、
前
期

高
齢
者
個
人
の
診
療
報
酬
明
細
書
１
件

当
た
り
の
上
限
額
を
設
定
す
る
こ
と
。

　
　

な
お
、
納
付
金
等
の
所
要
財
源
率
の

上
限
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
は
、
公
費

負
担
と
す
る
こ
と
。

④　

現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
現
役
並
み
の

所
得
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付

費
へ
の
公
費
投
入
を
行
う
こ
と
。

⑤　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

そ
の
支
援
金
を
前
期
高
齢
者
納
付
金
等

に
よ
り
財
政
調
整
対
象
と
す
る
こ
と
は

制
度
の
趣
旨
に
反
し
て
お
り
、
速
や
か

令
和
７
年
度　

健
康
保
険
組
合
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項

�

全
国
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会

　全国総合健康保険組合協議会は６月28日、「令和７年度健康保険組合予算編成に関する要望

事項」を厚生労働省保険局保険課に提出した。今秋にも、同省保険課と意見交換会の中で回答

を受ける予定としている。要望事項の全文は以下のとおり。

厚生労働省へ要望事項を提出
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な
る
被
保
険
者
よ
り
収
入
が
多
く
な
る

こ
と
が
あ
る
た
め
整
合
性
が
な
く
、
更

な
る
適
用
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
む
た

め
に
も
、
被
扶
養
者
の
年
間
収
入
基
準

額
の
「
１
３
０
万
円
未
満
」
を
「
１
０

６
万
円
未
満
」
に
引
き
下
げ
る
こ
と
。

②　

収
入
が
あ
る
者
の
被
扶
養
者
の
年
間

収
入
基
準
額
（
60
歳
以
上
の
老
年
者
又

は
概
ね
障
害
年
金
の
受
給
要
件
に
該
当

す
る
程
度
の
障
害
者
で
あ
る
場
合
は
１

８
０
万
円
未
満
）
に
つ
い
て
、
早
急
に

生
活
や
就
労
の
実
態
を
調
査
し
、
年
齢

基
準
を
見
直
す
こ
と
。

③　

自
営
業
者
で
あ
る
被
扶
養
者
に
つ
い

て
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
形
態
が

あ
る
中
、
被
扶
養
者
認
定
に
お
け
る
収

入
判
断
は
保
険
者
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が

あ
る
た
め
、
具
体
的
な
取
扱
い
基
準
を

早
急
に
示
す
こ
と
。�

〈
修
正
〉

④　

被
扶
養
者
の
認
定
年
月
日
と
削
除
年

月
日
に
つ
い
て
取
扱
い
を
明
確
に
す
る

こ
と
。�

〈
新
規
〉

４
．
同
一
期
間
中
の
傷
病
手
当
金
と
育

児
・
介
護
休
業
給
付
金
の
給
付
調
整
に

つ
い
て
、
昨
年
の
回
答
で
は
、「
給
付
の

目
的
が
異
な
り
、
併
給
調
整
を
行
う
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」

と
あ
り
ま
す
が
、
重
複
給
付
さ
れ
た
場

合
、
就
労
中
の
収
入
を
上
回
る
こ
と
と

な
り
不
適
当
と
思
わ
れ
る
の
で
、
給
付

調
整
を
行
う
よ
う
法
改
正
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

５
．「
介
護
保
険
料
減
額
更
正
請
求
事
件

（
平
成
25
年
５
月
27
日
最
高
裁
判
決
）」

に
よ
り
、
保
険
料
を
減
額
更
正
す
る
場

合
に
は
、
期
間
制
限
に
は
服
さ
な
い
と

す
る
判
決
が
確
定
さ
れ
、
こ
の
判
決
を

き
っ
か
け
に
、
国
民
健
康
保
険
法
、
介

護
保
険
法
、
高
確
法
に
お
い
て
は
、
権

利
義
務
を
確
定
さ
せ
る
と
い
う
趣
旨
で

「
賦
課
決
定
の
期
間
制
限
」
の
規
定
を

追
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
平
成
27

年
４
月
施
行
）。
同
様
の
規
定
を
健
康

保
険
法
に
定
め
て
い
た
だ
き
、
遡
及
で

き
る
期
間
の
制
限
を
設
け
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

６
．
前
期
高
齢
者
納
付
金
に
お
い
て
、
被

用
者
保
険
者
間
の
格
差
是
正
を
目
的
に

１
／
３
報
酬
調
整
が
導
入
さ
れ
た
が
、

１
人
当
た
り
総
報
酬
の
算
定
に
当
た
り
、

被
用
者
保
険
者
間
の
負
担
能
力
を
量
る

に
は
、
保
険
料
負
担
の
な
い
被
扶
養
者

を
除
い
た
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
と

す
る
な
ど
公
平
な
仕
組
み
に
変
更
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

７
．
創
設
さ
れ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
料
と

異
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
が
説
明
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
り
、

「
組
合
会
に
お
け
る
議
決
事
項
と
し
な

い
」
と
の
従
来
の
整
理
を
踏
ま
え
、「
一

般
保
険
料
」
と
明
確
に
区
分
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
医
療
保
険
者
の
一
律
の
料
率

等
に
つ
い
て
、
政
省
令
等
で
規
定
す
る

な
ど
の
措
置
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

８
．
育
児
休
業
制
度
（
男
性
取
得
の
場
合
）

に
つ
い
て
、
届
出
様
式
に
「
出
産
予
定

日
欄
」
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

９
．
平
成
25
年
の
法
改
正
の
趣
旨
に
鑑
み
、

労
基
法
の
適
用
除
外
と
な
る
「
同
居
家

族
の
み
を
使
用
す
る
事
業
及
び
家
事
使

用
人
」
の
業
務
上
の
負
傷
、
疾
病
は
、

健
康
保
険
の
給
付
の
対
象
外
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
（
海
外
出
向
者
の
業
務
災
害
に
よ
る

疾
病
等
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
要

望
事
項
の
厚
生
労
働
省
の
回
答
に
お
い

て
、「
健
康
保
険
給
付
の
対
象
と
は
な

ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。」
と
の

見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。）�

（
新
規
）

10
．
滞
納
処
分
認
可
書
に
事
業
所
名
を
明

記
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

11
．
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
喫

緊
の
課
題
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少
子
化
対
策
は
推

進
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
出
産
育
児

一
時
金
の
増
額
、
不
妊
治
療
の
保
険
適

用
、
育
児
休
業
中
の
保
険
料
免
除
等
の

健
康
保
険
に
お
け
る
少
子
化
対
策
は
、

健
保
組
合
に
と
っ
て
も
過
重
な
負
担
と

な
り
ま
す
。

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
る
健

保
組
合
へ
の
影
響
を
十
分
に
注
視
す
る

と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
の
推
進
に
資

す
る
健
保
組
合
の
取
組
み
へ
の
支
援
等
、

必
要
な
財
政
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

12
．
高
額
医
療
交
付
金
交
付
事
業
に
対
す

る
補
助
金
に
、
令
和
６
年
度
１
０
０
億

円
の
財
政
支
援
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

近
年
、
高
額
薬
剤
の
保
険
適
用
が
相
次

い
で
お
り
、
今
後
、
医
療
費
の
高
額
化

が
一
段
と
進
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
同
事
業
へ
の
財
政
支
援

に
つ
い
て
、
継
続
・
拡
充
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
新
規
）

13
．
高
齢
者
医
療
支
援
金
等
負
担
金
助
成

事
業
に
つ
い
て
、
団
塊
世
代
の
前
期
高

齢
者
へ
の
移
行
に
よ
る
負
担
増
を
軽
減

す
る
目
的
で
、
移
行
前
の
平
成
22
年

度
・
平
成
23
年
度
の
平
均
額
を
比
較
対

象
と
し
て
、
伸
び
率
が
大
き
い
保
険
者

に
対
し
て
助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

実
態
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
団

塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
移
行
す
る
こ

と
か
ら
、
真
に
負
担
増
に
苦
し
む
保
険

者
が
助
成
対
象
と
な
る
よ
う
、
財
源
率



― 6 ―

を
考
慮
し
た
新
た
な
基
準
を
設
け
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

14
．
保
険
者
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
介
護

保
険
制
度
の
徴
収
事
務
は
国
の
事
務
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
前
記
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の

間
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

①　

介
護
納
付
金
の
全
面
総
報
酬
割
へ
の

移
行
に
よ
り
、
異
な
る
被
用
者
保
険
の

間
で
あ
っ
て
も
、
特
定
被
保
険
者
制
度

採
用
の
有
無
を
除
け
ば
、
同
一
の
報
酬

に
対
す
る
保
険
料
負
担
（
料
率
）
の
差

は
な
く
な
る
制
度
設
計
で
あ
っ
た
が
、

導
入
後
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

各
医
療
保
険
者
は
介
護
保
険
の
保
険

者
で
は
な
い
た
め
、「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
」
同
様
に
、
国
が
財
政
調
整

に
必
要
な
全
国
一
律
の
保
険
料
率
を
設

定
す
る
よ
う
見
直
す
こ
と
。

②　

第
２
号
被
保
険
者
の
減
少
等
に
よ
り
、

毎
月
の
介
護
納
付
金
に
大
幅
な
不
足
が

生
ず
る
場
合
に
は
、
年
度
内
に
減
額
調

整
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

15
．
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
加
算
減
算
制

度
を
廃
止
し
、
新
た
に
、
公
費
を
財
源

と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
創
設

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
廃
止
ま
で
の
間
は
、
総
合
健

保
組
合
の
目
標
実
施
率
に
つ
い
て
、
更

に
緩
和
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

16
．
特
定
健
診
の
質
問
票
で
服
薬
中
と
回

答
し
た
者
は
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象

外
と
な
る
が
、
人
工
透
析
を
行
っ
て
い

る
者
に
つ
い
て
も
対
象
外
と
し
、
実
施

率
の
計
算
に
お
い
て
分
母
か
ら
除
い
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

17
．
高
齢
者
医
療
運
営
円
滑
化
等
事
業

（
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
に
伴
う

財
政
支
援
事
業
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

「
令
和
５
年
度
高
齢
者
医
療
運
営
円
滑

化
等
補
助
金
（
適
用
拡
大
分
）
取
扱
要

領
中
３
②
令
和
５
年
３
月
か
ら
令
和
６

年
２
月
ま
で
の
各
月
末
に
お
け
る
被
保

険
者
数
（
保
険
料
免
除
者
を
除
く
。
以

下
同
じ
。）
の
平
均
に
占
め
る
短
時
間

労
働
者
被
保
険
者
の
平
均
（
令
和
４
年

９
月
末
の
短
時
間
労
働
者
被
保
険
者
数

を
除
く
。）
の
割
合
が
２
％
以
上
で
あ

る
こ
と
。」
の
基
準
を
撤
廃
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
撤
廃
で
き
な
い
場
合
で
も
、

も
と
も
と
平
均
標
準
報
酬
の
低
い
組
合

に
対
し
、
基
準
値
を
緩
和
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
新
規
）

18
．
健
康
保
険
証
の
廃
止
日
以
降
も
、
健

保
組
合
か
ら
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
を
受
託
し
て
い
る
機
関
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
健
診
結
果
や
請
求

書
に
受
診
者
の
保
険
証
情
報
（
記
号
・

番
号
等
）
を
不
備
の
な
い
よ
う
登
録
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
実
施
機
関
か

ら
保
険
者
へ
の
デ
ー
タ
提
供
に
つ
い
て

は
、
国
が
定
め
る
Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
と
す
る

こ
と
を
必
須
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

19
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
及
び
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用

（
以
下
、
マ
イ
ナ
保
険
証
）に
対
応
す
る

た
め
の
組
合
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経

費
等
に
つ
い
て
は
国
庫
補
助
の
対
象
に

な
り
ま
し
た
が
、
中
間
サ
ー
バ
ー
等
に

係
る
必
要
経
費
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続

経
費
、
そ
の
後
の
運
用
に
要
す
る
経
費

等
に
つ
い
て
、
全
額
国
の
負
担
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
国
か
ら
の
事
業
主
等
へ
の
周

知
広
報
を
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
保
険

医
療
機
関
等
に
対
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険

証
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
の
働
き
か
け
を
十
分
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

20
．
誤
入
力
チ
ェ
ッ
ク
等
は
当
初
か
ら
あ

る
べ
き
シ
ス
テ
ム
機
能
で
あ
り
、「
誤

入
力
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム 

ʼ24
」
に
係

る
手
数
料
に
つ
い
て
は
国
の
責
任
に
お

い
て
費
用
を
負
担
い
た
だ
き
た
い
。

�
（
継
続
・
修
正
）

21
．
住
民
票
の
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、

医
療
保
険
者
に
登
録
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
よ
り
変
更
後
の
住
所
が
登
録
さ

れ
る
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
、
業
務

効
率
化
に
つ
な
が
る
の
で
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

22
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
お
け
る
資

格
重
複
チ
ェ
ッ
ク
に
お
い
て
、
新
規
に

被
保
険
者
資
格
を
取
得
し
た
者
が
、
他

の
医
療
保
険
者
（
特
に
協
会
け
ん
ぽ
）

の
被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
た
ま
ま
の

ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
　

法
第
３
条
第
７
項
の
被
扶
養
者
の
定

義
に
「
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

者
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
旨
を
追
加
す

る
な
ど
し
て
、
医
療
保
険
者
が
職
権
に

よ
り
資
格
重
複
を
解
消
で
き
る
よ
う
法

整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

23
．
国
が
進
め
る
行
政
手
続
き
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
の
基
本
計
画
に
お
け
る
、
電

子
申
請
へ
の
移
行
促
進
に
つ
い
て
は
、

実
施
主
体
で
あ
る
事
業
所
へ
の
周
知
・

広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
健
保
組
合
に

お
け
る
電
子
申
請
環
境
を
整
え
る
た
め

の
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
支

援
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

24
．
電
子
申
請
の
申
請
方
法
に
つ
い
て
、
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ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
方
針

に
基
づ
き
、
早
急
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

に
よ
る
申
請
方
法
に
一
本
化
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
当
面
の
措
置
と
し
て
、
日
本

年
金
機
構
の
届
書
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

健
保
組
合
申
請
用
機
能
を
付
加
（
被
扶

養
者
異
動
届
）
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に

よ
る
届
出
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
利
用

者
側
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

25
．
令
和
４
年
１
月
施
行
の
健
保
法
改
正

に
よ
り
、
特
定
健
康
診
査
の
対
象
者
以

外
の
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
保
険
者
か

ら
健
康
診
断
の
記
録
の
写
し
の
提
供
を

求
め
ら
れ
た
事
業
者
は
、
そ
の
記
録
の

写
し
を
保
険
者
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
利
用
内
容
の
拡
大
に
よ
り

事
業
主
健
診
等
の
情
報
に
つ
い
て
も
閲

覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

加
入
者
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
事
業
者
団
体
及
び
関
係
団
体
の
長
に

対
し
、
改
め
て
健
診
結
果
の
提
供
に
関

す
る
周
知
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

26
．
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
の
新
規
加

入
者
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
保
険
証
保
有
者

に
対
し
て
健
保
組
合
よ
り
「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」
を
交
付
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

通
知
す
る
こ
と
と
し
健
保
組
合
か
ら
の

交
付
は
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

27
．
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
新
規
）

①　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
に
は
、
保
険

医
療
機
関
等
の
取
組
み
が
一
番
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
か
ら
保
険
医
療
機

関
等
へ
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
す
る

際
の
メ
リ
ッ
ト
が
広
報
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
も
う
少
し
自
己
負
担
額
の
差
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

②　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
等
に
お

い
て
は
、
資
格
確
認
書
及
び
経
過
措
置

期
間
に
お
い
て
保
険
証
を
提
示
さ
れ
た

場
合
、
原
則
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
を
必
須
と
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
早
期
に
「
資
格
確
認
書
」
を

廃
止
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
一
本
化
す

る
こ
と
。

③　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
未
提
出
者
に
係
る

Ｊ-

Ｌ
Ｉ
Ｓ
照
会
を
、
サ
ー
バ
ー
間
連

携
に
よ
り
実
施
で
き
る
よ
う
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
構
築
を
す
る
こ
と
。

④　

健
保
組
合
の
登
録
情
報
と
Ｊ-

Ｌ
Ｉ

Ｓ
の
情
報
を
突
合
す
る
際
、
外
国
人
氏

名
の
表
記
、
住
所
表
記
、
外
字
の
問
題

な
ど
で
、
不
一
致
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
誤
入
力
チ
ェ
ッ

ク
に
お
い
て
も
、
他
保
険
者
が
過
去
に

登
録
し
た
カ
ナ
氏
名
と
少
し
で
も
違
え

ば
「
疑
い
あ
り
」
と
し
て
検
出
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
本
格
的
な
移
行

を
控
え
、
加
入
者
情
報
を
正
確
か
つ
迅

速
に
中
間
サ
ー
バ
ー
に
登
録
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
関
係
す
る
全
て
の
機
関

で
統
一
し
た
表
記
が
使
わ
れ
る
よ
う
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
。

⑤　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
事
務

（
電
子
証
明
・
カ
ー
ド
自
体
）
に
つ
い

て
、
更
新
期
間
に
使
用
で
き
な
い
こ
と

が
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
と
制
度
を
構

築
す
る
こ
と
。

28
．
社
会
・
経
済
情
勢
の
先
行
き
が
不
透

明
な
中
、
業
種
に
よ
っ
て
は
、
組
合
財

政
が
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
財
政
の
危
機
的
状
況
を
打
開
し
、

健
全
な
医
療
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
国
に
よ
る
強
力
な
財
政
支
援

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
）

29
．
少
子
化
対
策
は
、
我
が
国
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
が
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
の
負
担

を
医
療
保
険
に
上
乗
せ
す
る
法
律
改
正

案
に
つ
い
て
、
国
民
と
医
療
保
険
加
入

者
へ
の
実
質
的
な
負
担
額
を
含
め
た
十

分
な
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

30
．
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
お
け
る

一
部
負
担
金
の
免
除
措
置
に
つ
い
て
今

後
も
延
長
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
財
政

支
援
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
は
早
期
に

決
定
し
て
い
た
だ
き
、
医
療
保
険
者
へ

の
事
務
連
絡
等
を
現
期
限
日
の
概
ね
１

か
月
前
に
は
発
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

31
．
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
薬
剤
情
報
・
健
診
情
報
の
活
用
に

よ
り
重
複
投
薬
・
併
用
禁
忌
の
防
止
な

ど
に
直
接
繋
が
っ
た
場
合
に
評
価
す
る

仕
組
み
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

Ⅱ　
継
続
要
望
事
項

（
例
年
の
回
答
等
に
つ
い
て
内
容
が
変
更

さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
ご
回
答
願
い
ま
す
）

≲
制
度
関
係
≳

１
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
高
齢

者
医
療
費
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
人
も
多
く
、
現
役
世
代
か

ら
支
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
所
得
に
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応
じ
た
負
担
に
理
解
を
得
る
こ
と
を
前

面
に
だ
し
た
広
報
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
よ
っ
て
、
引
き
続
き
事
業
主

及
び
被
保
険
者
等
に
も
分
か
り
や
す
い

内
容
で
、
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
テ
レ
ビ
放
映
等
を
活
用
し
た
周
知

広
報
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
学
校
教
育
の
中
で
制
度
周
知

方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
（
継
続
）

２
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

①　

納
付
金
・
支
援
金
等
の
概
算
納
付
額

と
確
定
納
付
額
と
の
乖
離
幅
は
、
最
小

限
に
な
る
よ
う
精
査
す
る
こ
と
。

�

〈
修
正
〉

②　

前
期
高
齢
者
給
付
費
額
等
の
過
大
又

は
過
小
に
係
る
補
正
申
請
要
件
に
つ
い

て
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
健
保
組
合

の
実
情
に
沿
っ
た
更
な
る
緩
和
を
実
施

す
る
こ
と
。

③　

前
期
高
齢
者
加
入
者
調
整
率
の
補
正

係
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
健

保
組
合
の
医
療
費
適
正
化
の
取
組
み
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
、
補
正
係
数
の
伸
び

を
抑
制
す
る
こ
と
。

④　

納
付
金
等
の
算
出
基
礎
と
な
る
係
数

に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
時
の
数
値
と

賦
課
時
の
数
値
の
乖
離
が
大
き
く
、
組

合
会
等
で
の
説
明
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

乖
離
幅
が
で
き
る
だ
け
最
小
限
に
な
る

よ
う
引
き
続
き
精
度
の
向
上
に
努
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
介
護
納
付
金
と

同
様
に
１
月
中
旬
に
前
倒
す
る
こ
と
も

検
討
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
組
合
会
等
で
説
明
が
必
要
な

た
め
、
諸
係
数
の
算
出
根
拠
や
変
動
し

た
理
由
等
に
つ
い
て
も
保
険
者
へ
明
示

す
る
こ
と
。

⑤　

後
期
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
の

効
果
的
な
実
施
や
、
医
療
費
の
適
正
化

が
、
現
役
世
代
の
支
援
金
等
に
影
響
す

る
た
め
、
引
き
続
き
広
域
連
合
を
指
導

す
る
こ
と
。

３
．
保
険
調
剤
費
の
抑
制
の
た
め
、
後
発

医
薬
品
・
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
医
薬
品
の

使
用
促
進
及
び
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
利

用
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
積
極
的
な
広

報
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
医
療

機
関
・
保
険
薬
局
等
の
理
解
と
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険

医
療
機
関
等
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
、
引
き
続
き
指
導
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

４
．
後
発
医
薬
品
の
更
な
る
使
用
促
進
策

と
し
て
、
合
理
的
な
理
由
な
く
新
薬
を

希
望
し
た
場
合
に
、
後
発
薬
と
の
差
額

を
自
己
負
担
に
す
る
な
ど
の
制
度
の
導

入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
更
な
る
拡

充
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
存
在
す
る

医
療
用
医
薬
品
に
つ
い
て
は
保
険
適
用

外
に
す
る
な
ど
の
更
な
る
検
討
も
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

５
．
柔
道
整
復
師
・
鍼
灸
師
の
施
術
に
係

る
療
養
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次

の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

①　
「
各
種
保
険
適
用
」
な
ど
の
誤
解
を

招
く
広
告
や
看
板
等
が
多
数
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
広
告
表
示
等
の
あ
り

方
を
含
め
て
、
保
健
所
等
と
の
連
携
の

も
と
、
施
術
者
に
対
す
る
指
導
・
監
査

体
制
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
。

②　

柔
道
整
復
療
養
費
の
「
償
還
払
い
」

に
つ
い
て
は
、
保
険
者
単
位
の
「
償
還

払
い
」
を
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
。

�

〈
修
正
〉

③　

療
養
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
柔

道
整
復
療
養
費
の
申
請
書
に
は
、
負
傷

の
部
位
数
等
に
関
わ
ら
ず
、
負
傷
原
因

の
記
入
を
必
須
項
目
と
す
る
こ
と
。

④　

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
療
養
費
に
対

す
る
不
正
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
十
分

な
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
実
効
性
の
あ

る
も
の
と
し
、
不
正
に
対
す
る
罰
則
の

厳
格
化
を
図
る
こ
と
。

６
．
治
療
用
装
具
療
養
費
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、「
採
寸
・
採
型
を
行
っ
た
装

具
業
者
の
請
求
と
保
険
医
療
機
関
の
診

療
報
酬
の
算
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
明
確
な
定
め
が
な
い
た
め
、
保

険
局
医
療
課
で
取
扱
い
を
整
理
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
回
答
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
の
整
理
状
況
に
つ
い

て
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

７
．
治
療
用
装
具
療
養
費
に
お
け
る
不
正

事
案
へ
の
対
策
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

８
．
国
民
健
康
保
険
制
度
の
創
設
や
事
業

内
容
の
充
実
な
ど
、
長
年
の
経
過
の
中

で
、
任
意
継
続
被
保
険
者
制
度
の
存
続

意
義
も
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

制
度
を
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
廃
止
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
資
格
要
件
の
被
保
険
者
期
間
「
２

か
月
以
上
」
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員

共
済
組
合
法
と
同
様
に
、「
１
年
以
上
」

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

９
．
資
格
喪
失
後
の
出
産
育
児
一
時
金
及

び
埋
葬
料
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
国
民

皆
保
険
が
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お

り
、
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
者
か
ら

支
給
す
べ
き
で
あ
り
、
資
格
喪
失
前
の

保
険
料
納
付
実
績
は
関
係
が
な
い
の
で
、

廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
資
格
喪
失
後
の
傷
病
手
当
金

及
び
出
産
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て
も
、

廃
止
又
は
受
給
資
格
要
件
の
被
保
険
者
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期
間
１
年
に
つ
い
て
、
傷
病
手
当
金
受

給
期
間
を
除
い
た
期
間
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

10
．
傷
病
手
当
金
に
係
る
医
師
の
意
見
に

つ
い
て
は
、
患
者
の
症
状
、
治
療
内
容

等
に
加
え
て
労
務
不
能
と
判
断
し
た
理

由
に
つ
い
て
再
照
会
を
必
要
と
す
る
事

例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な

保
険
給
付
の
決
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
明

瞭
な
証
明
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
を
、「
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険

医
療
養
担
当
規
則
」
に
定
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

な
お
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
明
確
に

記
載
す
る
よ
う
保
険
医
療
機
関
等
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

11
．
最
低
賃
金
法
の
適
用
基
準
及
び
厚
生

年
金
保
険
法
の
標
準
報
酬
月
額
の
下
限

（
８
・
８
万
円
）
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

健
康
保
険
に
加
入
す
べ
き
被
保
険
者

（
常
用
的
雇
用
関
係
に
あ
る
従
業
員
）

の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
連
動

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
標
準
報
酬
月

額
の
下
限
を
引
き
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

ま
た
、
標
準
賞
与
額
年
間
累
計
上
限

（
５
７
３
万
円
）
を
更
に
引
き
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

12
．
育
児
休
業
中
の
保
険
料
免
除
要
件
に

つ
い
て
は
、
法
改
正
に
よ
り
一
部
見
直

さ
れ
ま
し
た
が
、
月
末
時
点
で
短
期
間

の
育
休
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険

料
が
免
除
と
な
る
仕
組
み
は
そ
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
に
つ

い
て
も
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
賞
与
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
免
除
を
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

13
．
二
以
上
事
業
所
勤
務
者
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
法
令
や
通
知
に
よ
る
整
理
が

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
運
用
面
に
依
存

す
る
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

適
用
事
業
所
へ
の
通
知
に
係
る
個
人
情

報
の
対
応
も
含
め
、
早
急
に
根
本
的
な

見
直
し
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

14
．
支
払
基
金
へ
の
委
託
金
に
つ
い
て
は
、

診
療
報
酬
の
未
収
金
が
減
少
し
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
計
算
期
間
を
見
直
す

等
、
実
情
に
応
じ
た
委
託
金
額
に
見
直

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

15
．
賞
与
支
払
月
に
定
年
再
雇
用
及
び
雇

用
契
約
更
新
に
係
る
資
格
の
得
喪
処
理

を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
同
一
事
業

所
で
の
就
労
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
得
喪
処
理
で
は
な
く
、
得
喪
日

の
翌
月
を
改
定
月
と
す
る
定
年
再
雇
用

時
月
変
等
（
特
例
月
変
等
）
を
新
設
す

る
な
ど
、
賞
与
保
険
料
を
徴
収
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
継
続
）

　
〔
事
例
〕　

賞
与
支
払
日　
　

６
／
10

　
　
　
　
　

�

定
年
再
雇
用
及
び
雇
用
契
約
更

新
に
係
る
得
喪
日　

６
／
15

16
．
被
保
険
者
が
70
歳
未
満
の
場
合
の
70

歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
自
己
負
担
割
合

は
原
則
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
被

保
険
者
が
70
歳
以
上
の
場
合
と
同
様
に

被
保
険
者
の
標
準
報
酬
に
基
づ
く
負
担

割
合
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
継
続
）

17
．
保
険
医
療
機
関
等
の
指
導
に
伴
う
地

方
厚
生
（
支
）
局
の
返
還
金
通
知
に
つ

い
て
、
現
物
高
額
療
養
費
が
含
ま
れ
て

い
な
い
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
医
療
指
導
監
査
業
務
等
実
務

要
領
（
監
査
編
）
に
基
づ
き
記
載
す
る

よ
う
、
地
方
厚
生
（
支
）
局
及
び
保
険

医
療
機
関
等
に
対
し
て
徹
底
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
実
務
要
領
に
注
意
事
項
と
し

て
、
そ
の
旨
の
記
載
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

18
．
予
算
編
成
に
お
い
て
準
備
金
限
度
内

部
分
を
満
た
さ
な
い
場
合
、「
準
備
金

限
度
内
部
分
に
係
る
積
立
計
画
」
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の

２
年
間
で
の
積
立
計
画
で
は
無
理
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料

率
引
上
げ
を
前
提
と
し
た
計
画
で
は
、

健
保
組
合
解
散
の
議
論
に
直
結
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的
な
計
画
期

間
と
す
る
な
ど
、
実
情
に
即
し
た
柔
軟

な
措
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

≲
国
庫
補
助
金
関
係
≳

１
．
健
保
組
合
に
お
い
て
は
、
医
療
費
や

拠
出
金
等
の
義
務
的
経
費
が
増
加
す
る

中
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
等
へ
の
対

応
に
よ
り
、
業
務
量
が
増
大
し
事
務
負

担
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
事
業
の
円

滑
な
運
営
に
向
け
、
事
務
費
負
担
金
予

算
を
増
額
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

２
．
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
国
庫
補

助
金
に
つ
い
て
、
実
績
額
に
基
づ
く
適

正
な
補
助
金
（
追
加
支
給
も
含
め
）
と

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
集
団
方

式
」
に
お
い
て
も
「
個
別
方
式
」
と
同

等
の
内
容
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
集
団
方
式
」
の
補
助
金
単
価
を
引
き

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

≲
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
特
定
健

診
・
保
健
指
導
関
係
≳

１
．
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
効
果
的
な
保
健
事
業
を
実
施
す

る
た
め
、
事
業
主
と
協
働
し
て
事
業
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
事

業
主
へ
の
協
力
要
請
な
ど
、
適
宜
適
切
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な
取
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

≲
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡

大
関
係
≳

１
．
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
は
段
階

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
短
時
間
労
働

者
を
多
く
雇
用
す
る
特
定
の
業
種
・
業

態
の
保
険
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
拠
出

金
負
担
・
保
険
給
付
費
等
に
多
大
な
影

響
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
令
和
７
年
度
以
降
も
適
用
拡
大
に

よ
る
保
険
者
へ
の
影
響
に
対
し
て
十
分

な
負
担
軽
減
措
置
の
継
続
、
拡
充
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

≲
診
療
（
調
剤
）
報
酬
明
細

書
の
取
扱
い
関
係
≳

１
．「
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養

担
当
規
則
」
に
お
い
て
、
受
診
の
都
度
、

被
保
険
者
証
等
に
よ
っ
て
療
養
の
給
付

を
受
け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
保
険
医
療

機
関
等
に
お
い
て
、
月
初
め
の
み
被
保

険
者
証
等
を
確
認
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

及
び
マ
イ
ナ
保
険
証
の
導
入
効
果
を
発

揮
す
る
た
め
に
も
、
受
診
の
都
度
マ
イ

ナ
保
険
証
に
よ
る
受
付
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
規
則
ど
お
り
の
取
扱
い
を
徹
底

す
る
よ
う
保
険
医
療
機
関
を
指
導
し
て

い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

２
．
調
剤
レ
セ
プ
ト
の
請
求
に
関
し
て
記

載
誤
り
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
保
険
薬
局
に
お
い
て
処
方
せ
ん
で

は
な
く
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
り
療
養
の

給
付
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
よ
う
「
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬

剤
師
療
養
担
当
規
則
」
を
改
正
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

３
．
保
険
者
の
事
務
円
滑
化
の
た
め
、
電

子
化
に
則
し
た
レ
セ
プ
ト
様
式
及
び
記

録
要
領
（
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、
受

診
日
、
第
三
者
行
為
、
業
務
上
・
外
の

追
加
等
）
の
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

ま
た
、
症
状
詳
記
等
の
添
付
文
書
の

電
子
化
も
義
務
付
け
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

４
．
医
科
レ
セ
プ
ト
に
、
治
療
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
傷
病
名
や
急
性
期
病
名

が
何
か
月
も
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど

多
く
の
傷
病
名
の
記
載
が
見
受
け
ら
れ
、

審
査
に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。
支
払

基
金
に
お
い
て
、
保
険
医
療
機
関
に
病

名
整
理
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
厚
生
（
支
）

局
の
指
導
監
査
に
お
い
て
も
、
保
険
医

療
機
関
に
病
名
整
理
を
行
う
よ
う
指
導

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

５
．
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
利
用
率
が
、
現

状
で
は
極
め
て
低
い
が
、
そ
の
利
用
率

を
高
め
る
た
め
の
方
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
） 

≲
そ
の
他
≳

１
．
指
定
健
保
組
合
の
指
定
要
件
に
つ
い

て
は
、
平
成
13
年
２
月
６
日
付
保
険
課

長
通
知
が
示
さ
れ
た
と
き
の
状
況
と
は

異
な
り
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る

納
付
金
等
の
財
源
率
が
上
昇
し
て
い
る

な
ど
の
実
態
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
当

該
組
合
の
財
政
健
全
化
に
つ
な
が
る
よ

う
な
指
定
要
件
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

２
．
医
療
費
通
知
等
に
よ
る
不
正
・
不
当

や
柔
道
整
復
師
の
不
正
・
不
当
に
係
る

情
報
を
地
方
厚
生
（
支
）
局
に
対
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
情
報
件
数
の
多

寡
に
関
わ
ら
ず
、
指
導
・
監
査
等
に
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
、
更
に
体
制
強
化

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

全総協・予算編成に関する要望事項
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資料

令和５年度決算見込状況報告書

１.経常収入支出の状況（242組合） （単位：千円）

令和５年度 令和４年度 対前年度増減額 増減率

経 常 収 入 合 計 3,268,343,385 3,150,674,195 117,669,190 3.73%

経 常 支 出 合 計 3,324,930,898 3,108,698,240 216,232,658 6.96%

差 　 引 　 額 －56,587,513 41,975,955

赤字組合　　158組合 －86,246,451
黒字組合　　 84組合 29,658,938

２．主要な収入支出項目 （単位：千円）

令和５年度 令和４年度 対前年度増減額 増減率

収
入

健康保険収入／保険料 3,248,289,418 3,131,327,871 116,961,547 3.74%

（再掲）コロナ猶予未収を除く 3,247,735,680 3,130,456,488 117,279,192 3.75%

支
出

保険給付費／法定給付費 1,737,978,404 1,641,814,637 96,163,767 5.86%

納 　 付 　 金 1,368,554,384 1,255,970,869 112,583,515 8.96%

保 健 事 業 費 145,984,645 141,271,812 4,712,833 3.34%

　全国総合健康保険組合協議会はこのほど、

「令和５年度決算見込状況報告書」をまとめた。

全総協傘下242組合の令和５年度決算見込は、

経常収支で赤字組合が158組合（65.3％）、赤

字額は△862億4645万円、 黒字組合は84組

合（34.7％）、黒字額は296億5894万円となっ

ており、経常収支差引額は△565億8751万円

の赤字となった。

　収入についてみると、 保険料収入は３兆

2482億９千万円で、 対前年度比1170億円

（3.74％）の増加となった。ただし、平均標準

報酬月額は1.38％の伸びにとどまっている。

　一方の支出について、 法定給付費は１兆

7379億８千万円で、対前年度比961億６千万円

（5.86％） の伸びとなった。 納付金等は１兆

3685億５千万円で対前年度比1125億８千万

円（8.96％）増加となっている。

　所要財源率は、法定給付費が49.70‰で前年

の48.48‰よりも1.22ポイントの増加、納付金

等の所要財源率は39.14‰で、同37.09‰より

2.05ポイント増加した。

　平 均 保 険 料 率 は98.134‰（事 業 主 負 担

50.352‰、被保険者負担47.782‰）となり、前

年度と比較して0.237‰上昇している。
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３.適用状況及び経常収支（総額） （単位：千円）

　項　　　　　　　目　 令和５年度 令和４年度 増　減 増 減 率（％）
組 　 合 　 数  　   
被　保　険　者　数　（人）
（再掲）保険料免除者数（人）
平　 均　 年　 齢　（歳）
被　扶　養　者　数　（人）
１人当たりの扶養者数　（人）
平均標準報酬月額　（円）
平 均 標 準 賞 与 額　（円）
平 均 保 険 料 率　（‰）

242
6,694,514
84,218
42.50

3,860,749
0.58

365,673
902,368
98.134

242
6,572,814
76,857
42.34

3,945,441
0.60

360,710
884,870
97.897

0
121,700
7,361
0.16

－84,692
－0.02
4,963
17,498
0.237

0.00
1.85
9.58
0.38

－2.15
－3.33
1.38
1.98
0.24　

経

常

収

入

　

健 康 保 険 収 入
　 保　　 険　　 料
　 国 庫 負 担 金 収 入
　 そ　　 の　　 他
退 職 積 立 金 繰 入
保 証 金 積 立 金 繰 入
特定健康診査・保健指導補助金

特定健康診査等事業収入
病 院 診 療 所 収 入
訪 問 看 護 事 業 収 入
介護老人保健施設収入
前 期 高 齢 者 交 付 金
雑 収 入

3,249,568,877
3,248,289,418
1,279,148

311
2,326,826
1,000
590,903
1,838,896
491,588

0
0
0

13,525,295

3,132,594,429
3,131,327,871
1,265,961

597
2,350,626
16,330
593,163
1,796,797
457,110

0
0
0

12,865,740

116,974,448
116,961,547

13,187
－286

－23,800
－15,330
－2,260
42,099
34,478
－
－
－

659,555

3.73
3.74
1.04

－47.91
－1.01
－93.88
－0.38
2.34
7.54
－
－
－
5.13

合　　　　計 3,268,343,385 3,150,674,195 117,669,190 3.73

　
　

経　
　
　

常　
　
　

支　
　
　

出　
　

事 務 費
保 険 給 付 費
法 定 給 付 費
　    医 療 給 付 費
　  　その他の給付費
付 加 給 付 費
納 付 金
　前期高齢者納付金
　後期高齢者支援金
   病 床 転 換 支 援 金
日 雇 拠 出 金

　退職者給付拠出金
保 健 事 業 費
そ の 他

42,129,551
1,759,837,134
1,737,978,404
1,554,419,567
183,558,837
21,858,730

1,368,554,384
587,081,921
781,405,213

1,038
57,450
8,762

145,984,645
8,425,184

41,307,779
1,661,931,253
1,641,814,637
1,469,893,618
171,921,019
20,116,616

1,255,970,869
558,620,733
697,177,939

2,076
152,353
17,768

141,271,812
8,216,527

821,772
97,905,881
96,163,767
84,525,949
11,637,818
1,742,114

112,583,515
28,461,188
84,227,274
－1,038
－94,903
－9,006
4,712,833
208,657

1.99
5.89
5.86
5.75
6.77
8.66
8.96
5.09
12.08

－50.00
－62.29
－50.69
3.34
2.54

合　　　　計 3,324,930,898 3,108,698,240 216,232,658 6.96
　 経 常 収 支 差 引 額　 －56,587,513 41,975,955 －98,563,468 －234.81
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４．保険料率別組合数の推移

保険料率
（一般＋調整）

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
５年度

令　和
４年度

令　和
３年度

令　和
５年度

令　和
４年度

令　和
３年度

1000分の 70未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
70以上～ 75未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
75以上～ 80未満 1 1 1 0.41 0.41 0.41
80以上～ 85未満 2 2 2 0.83 0.83 0.83
85以上～ 90未満 7 8 9 2.89 3.31 3.72
90以上～ 95未満 34 36 36 14.05 14.88 14.88
95以上～ 100未満 98 100 100 40.50 41.32 41.32

100 48 45 43 19.83 18.60 17.77
100超～ 105未満 32 30 32 13.22 12.40 13.22
105以上～ 110未満 15 18 17 6.20 7.44 7.02 ・最低保険料率� 76.000（‰）

110以上 5 2 2 2.07 0.83 0.83 ・最高保険料率� 113.000（‰）
合　計 242 242 242 100 100 100 ・平均保険料率� 98.134（‰）

※　保険料率引上げ組合数　 23組合

６.介護保険料率別組合数

保険料率
（一般＋調整）

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
５年度

令　和
４年度

令　和
３年度

令　和
５年度

令　和
４年度

令　和
３年度

1000分の 10未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
10以上～ 12未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
12以上～ 14未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
14以上～ 16未満 2 2 4 0.83 0.83 1.65
16以上～ 18未満 110 119 124 45.45 49.17 51.24
18以上～ 20未満 125 115 110 51.65 47.52 45.45 ・最低保険料率� 14.600（‰）

20以上 5 6 4 2.07 2.48 1.65 ・最高保険料率� 20.000（‰）
合　計 242 242 242 100 100 100 ・平均保険料率� 17.691（‰）

※　保険料率引上げ組合数　 26組合

５.拠出金の義務的経費（拠出金＋法定給付費）に占める割合別組合数

義務的経費に
占める割合

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
５年度

令　和
４年度

令　和
３年度

令　和
５年度

令　和
４年度

令　和
３年度

25以上～ 30未満 3 3 1 1.24 1.24 0.41
30以上～ 35未満 7 13 6 2.89 5.37 2.48
35以上～ 40未満 59 64 24 24.38 26.45 9.92
40以上～ 45未満 105 109 88 43.39 45.04 36.36
45以上～ 50未満 60 47 101 24.79 19.42 41.74
50以上～ 55未満 8 5 22 3.31 2.07 9.09 ・最低割合� 25.32％

55以上 0 1 0 0.00 0.41 0.00 ・最高割合� 54.16％
合　計 242 242 242 100 100 100 ・平均割合� 44.05％



― 14 ―

〈資料・令和５年度決算見込状況報告書〉

【参考資料】
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116 
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151 150 
155 155 

161 

158 

153 
158 

166 147 
152 

100 

117 
123 

129 
138 

145 147 150 147 
155 

163 
171 173 173 

168 

185 

100 

99 

98 99 99 99 100 100 

101 100 
103 104 104 104 

106 107 
100 

87 91 93 94 95 98 100 

101 102 
110 110 

105 112 
116 

119 

80

100

120

140

160

180

200

1人当たり法定給付費・前期高齢者納付金・後期高齢者支援金
及び平均標準報酬月額・賞与額の推移（％）

法定給付費 前期高齢者納付金 後期高齢者支援金 平均標準報酬月額 平均標準賞与額

▲ 14,001

▲ 30,671

▲ 24,020

▲ 14,954

▲ 11,097
▲ 9,473

▲ 2,828
▲ 867

7,954
5,763
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▲ 8,453

80.8 81.1
84.2

87.8
91.9 94.5 95.7 96.6

97.0 97.5 97.7 97.7 97.8

97.8

97.9

98.184.1
88.3 89.9

92.4
96.5 98.6 97.7 96.6

94.9 95.2 93.7 94.8 94.6

98.5

96.1

99.2

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

▲ 35,000

▲ 25,000

▲ 15,000

▲ 5,000

5,000

15,000

25,000

1人当たり経常収支差引額及び平均保険料率・実質保険料率の推移
経常収支差引額（円） 平均保険料率（‰） 実質保険料率（‰）（円）

(‰)
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シリーズ組合訪問 

北海道通運業健康保険組合

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUU

解
散
の
危
機
を
乗
り
切
り

健
全
な
組
合
運
営
が
第
一

運
送
業
で
は
な
い
「
通
運
業
」
の
組
合

　

戦
後
ま
も
な
い
物
流
は
、
鉄
道
利
用
を
軸
と
し
て
、

駅
を
拠
点
に
集
荷
・
配
送
を
行
う
業
態
が
発
達
し
、

昭
和
25
年
の
通
運
事
業
法
（
現
在
は
貨
物
利
用
運
送

事
業
法
）
に
よ
り
、「
通
運
業
」
が
確
立
さ
れ
る
。

　

昭
和
37
年
設
立
の
北
海
道
通
運
業
健
康
保
険
組
合

（
理
事
長
＝
橋
本
潤
美
氏
）
の
加
入
事
業
所
は
、
こ
の

よ
う
な
歴
史
的
な
経
緯
か
ら
、
一
般
的
な
運
送
業
で

は
な
く
、
鉄
道
駅
を
拠
点
と
し
た
「
通
運
業
」
を
主

体
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
長
期
間
に
わ
た
り
加

入
事
業
所
数
や
加
入
者
数
に
大
き
な
増
減
は
な
い
も

の
の
、
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
る
経
営
の
統
合
・
多

角
化
は
進
ん
で
い
る
。
被
保
険
者
数
は
３
１
７
７
人

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
約
４
割
を
大
手
総
合

物
流
企
業
の
グ
ル
ー
プ
会
社
が
占
め
る
一
方
で
、
10

　

平
成
22
～
24
年
度
に
指
定
組
合
の
指
定
を
受
け
た
北
海
道
通
運
業
健
康
保
険
組
合
は
、

厚
生
労
働
省
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
保
険
料
率
の
大
幅
引
上
げ
な
ど
で
財
政
を
立
て
直

し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
残
業
規
制
や
円
安
に
よ
る
燃
料
費
の
高
騰
な
ど
、
健

保
組
合
を
取
巻
く
状
況
が
厳
し
い
中
、
様
々
な
経
営
努
力
に
、
昨
今
の
賃
上
げ
、
医
療

費
の
伸
び
の
鈍
化
も
あ
っ
て
財
政
は
安
定
化
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
保
健
事
業
に
も
力

を
入
れ
、
令
和
６
年
度
の
実
績
で
「
減
算
」
保
険
者
を
目
指
し
て
い
る
。

人
未
満
の
事
業
所
も
あ
る
。

　

鉄
道
利
用
を
基
盤
と
し
て
き
た
通
運
業
は
、
高
度

経
済
成
長
期
の
道
路
網
の
整
備
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
の
隆
盛
に
よ
り
、
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
時
期

も
あ
っ
た
が
、
昨
今
は
Ｃ
О
2
の
排
出
削
減
を
目
指

し
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
長
距
離
輸
送
か
ら
再
び
鉄
道

利
用
が
見
直
さ
れ
る
な
ど
、
更
な
る
発
展
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

人
口
が
２
０
０
万
人
に
迫
る
札
幌
市
の
中
心
・
Ｊ

Ｒ
札
幌
駅
前
の
大
規
模
商
業
ビ
ル
の
７
階
に
事
務
所

を
構
え
て
い
る
。
職
員
数
は
、
西
島
卓
郎
常
務
理
事

を
は
じ
め
、
保
健
師
を
入
れ
て
も
合
計
で
６
人
。
職

員
は
何
で
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
電
子
申
請

の
活
用
な
ど
事
務
の
Ｉ
Ｔ
化
が
欠
か
せ
な
い
。

　

加
入
事
業
所
は
、
函
館
、
室
蘭
、
旭
川
、
北
見
な

ど
、
広
大
な
北
海
道
の
主
要
駅
の
周
辺
に
あ
り
、
保

健
事
業
の
効
率
性
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
事
務
所
は

駅
の
近
く
に
な
る
と
い
う
。
効
率
性
と
い
っ
て
も
、

遠
方
に
あ
る
10
人
規
模
の
事
業
所
の
保
健
指
導
に
は
、

〈健保組合の概況〉
〒060-0004　札幌市中央区北4条西5丁目1-48 アスティ45ビル 7F

TEL 011-251-1019　FAX 011-251-1360

理�事長＝橋本 潤美 氏（株ロジネットジャパン代表取締役社長）
常務理事＝西島 卓郎 氏
設立年月日＝�昭和37年4月1日
主たる業態＝�運輸業
事業所数＝30事業所
被保険者数＝3,177人（男2,660人、女517人）
被扶養者数＝2,156人（男628人、女1,528人）　扶養率＝0.68人
平均標準報酬月額＝328,857円（男342,523円、女258,545円）
平均年齢＝49.26歳（男50.46歳、女43.08歳）
保�険料率＝108.1‰（一般107.0‰、調整1.1‰）
介護保険料率＝17.0‰

（令和6年5月31日現在）

札幌駅前のアスティ45ビル（事務所は７階）
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は
再
び
増
加
傾
向
に
あ
り
、
安
心
は
し
て
い
な
い
」

と
い
う
。

　

財
政
状
況
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
22
年
度
か
ら

24
年
度
ま
で
指
定
健
保
組
合
の
指
定
を
受
け
て
、
解

散
の
危
機
に
も
直
面
し
た
が
、
様
々
な
経
営
努
力
に

よ
り
29
年
度
に
は
黒
字
に
転
換
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
財
政
は
安
定
せ
ず
、
主
に
高
齢
者
医
療
費
の

拠
出
金
の
増
加
等
に
よ
っ
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　

当
時
の
状
況
に
つ
い
て
西
島
常
務
理
事
は
、「
指

定
組
合
へ
の
指
定
で
、
組
合
の
解
散
が
か
な
り
現
実

的
に
な
っ
た
。
当
時
は
、
拠
出
金
の
準
備
金
が
３
か

月
分
必
要
と
さ
れ
、
介
護
保
険
の
保
険
料
も
含
め
て

そ
の
確
保
の
た
め
に
大
幅
な
料
率
引
上
げ
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
特
定
健
診
・
保
健
指
導
も
始

ま
っ
て
い
た
が
、
全
て
中
止
に
し
た
」
と
い
う
。

　

組
合
会
で
は
、
い
く
ら
料
率
を
引
き
上
げ
て
も
存

続
は
難
し
い
と
い
う
判
断
に
な
り
、
こ
の
時
は
、
解

散
の
方
向
性
が
い
っ
た
ん
は
固
ま
っ
た
が
、
一
部
の

議
員
か
ら
「
健
保
組
合
な
ん
だ
か
ら
、
保
健
事
業
も

あ
っ
て
、
傷
病
手
当
金
な
ど
も
受
け
ら
れ
る
。
も
う

少
し
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
て
流
れ
が
変

わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
組
合
会
の
議
員
に
よ
る

「
組
織
財
政
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
検
討
し
、

当
時
の
保
険
料
率
は
、
３
年
間
で
、
医
療
は
95
・

５
‰
か
ら
１
０
６
‰
へ
、
介
護
は
17
‰
か
ら
21
・

８
‰
へ
と
大
幅
に
引
き
上
げ
た
。

　

一
般
保
険
料
率
と
介
護
保
険
料
率
は
、
今
も
こ
の

時
の
余
波
を
受
け
て
お
り
、
令
和
６
年
度
の
一
般
保

険
料
率
は
、
５
年
度
の
１
０
６
‰
か
ら
１
０
７
‰
に

引
き
上
げ
た
一
方
で
、
介
護
保
険
料
率
は
、
５
年
度

の
19
・
９
‰
か
ら
、
６
年
度
は
17
・
０
‰
に
引
き
下

げ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
料
率
は
、
平
成
24
年
度
に
21
・
８
‰
ま

で
引
き
上
げ
、
し
ば
ら
く
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、

平
成
30
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
19
・
９
‰
と
し
て

令
和
６
年
度
を
迎
え
た
。
医
療
保
険
者
が
本
来
の
医

療
保
険
制
度
で
は
な
く
、
介
護
保
険
と
い
う
他
制
度

の
影
響
を
受
け
、
解
散
も
視
野
に
入
れ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　

西
島
常
務
理
事
は
、「
昨
年
と
今
年
は
、
た
ま
た
ま

賃
上
げ
が
あ
っ
た
が
、
当
健
保
は
も
と
も
と
標
準
報

酬
も
低
く
、
前
期
高
齢
者
割
合
も
多
い
中
、
医
療
費

も
高
い
と
い
う
悪
循
環
の
中
で
運
営
し
て
き
た
。
運

営
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
持
て
な
い

よ
う
な
組
合
な
の
で
、
保
健
事
業
に
も
影
響
し
て
い

る
。
国
が
、
弱
小
の
健
保
組
合
が
運
営
し
て
い
け
る

よ
う
な
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
や

っ
て
い
け
る
」
と
危
機
的
状
況
を
乗
り
切
っ
て
き
た

経
験
が
垣
間
見
え
る
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
令
和
６
年
度
の
予

算
は
、
経
常
収
入
16
億
２
千
６
百
万
円
に
対
し
、
経

常
支
出
は
17
億
１
百
万
円
と
し
た
。

　

６
年
度
予
算
の
編
成
に
当
た
り
昨
年
の
秋
に
は
、

平
成
24
年
度
に
設
置
し
た
「
組
織
財
政
検
討
委
員

会
」
を
11
年
ぶ
り
に
立
ち
上
げ
た
。
設
置
要
綱
に
は
、

「
財
政
運
営
等
に
関
す
る
こ
と
及
び
組
織
の
将
来
の

在
り
方
を
検
討
す
る
」
と
明
記
し
て
い
る
。
今
回
の

議
論
で
は
、
一
般
保
険
料
率
の
引
上
げ
と
介
護
保
険

料
率
の
引
下
げ
を
決
定
し
た
が
、
将
来
に
向
け
て
は
、

鉄
道
利
用
で
３
日
間
は
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

令
和
５
年
度
の
決
算
を
み
る
と
、
経
常
収
入
15
億

９
千
６
百
万
円
に
対
し
、
経
常
支
出
は
16
億
１
百
万

円
と
な
り
、
若
干
の
赤
字
決
算
と
な
っ
た
。
予
算
の

段
階
で
は
、
１
億
７
千
６
百
万
円
の
赤
字
と
し
て
い

た
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
た
め
の
賃
上
げ
に
よ
る

保
険
料
収
入
の
増
加
に
よ
り
改
善
し
た
。

　

西
島
常
務
理
事
は
、「
人
手
不
足
へ
の
対
応
に
よ

る
賃
上
げ
に
よ
っ
て
決
算
が
整
っ
た
。
当
初
は
健
保

連
の
財
政
支
援
も
申
請
し
て
い
た
が
、
な
ん
と
か
頼

ら
ず
に
済
ん
だ
。
し
か
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
残
業
規

制
に
よ
る
〝
２
０
２
４
年
問
題
〟
や
円
安
に
よ
る
燃

料
費
の
高
騰
も
あ
る
。
医
療
費
は
、
対
前
年
度
比
で

１
・
２
％
増
と
落
ち
着
い
て
き
た
も
の
の
、
６
年
度

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU

事務所の様子
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「
健
保
組
合
の
存
在
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
自
ら
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
喚
起
と

医
療
費
適
正
化
対
策
を
推
進
す
る
」
と
の
方
向
性
の

下
で
、
組
合
財
政
は
も
ち
ろ
ん
、
労
働
力
人
口
の
減

少
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、
被
保
険
者
数
の
減
少

へ
の
対
応
も
検
討
し
た
。「
令
和
６
年
度
ま
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
切
詰
め
て
経
費
を
節
減
し
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
保
健
事
業
の
充
実
な
ど
に
も
取
り

組
み
た
い
」（
西
島
常
務
理
事
）
と
い
う
。

支
援
金
の
「
減
算
」
保
険
者
に
名
乗
り

　

財
政
の
厳
し
い
健
保
組
合
に
あ
っ
て
、
北
海
道
通

運
業
健
保
組
合
の
保
健
事
業
に
は
、
特
定
健
診
・
保

健
指
導
の
受
診
率
・
実
施
率
の
高
さ
に
一
定
の
評
価

が
あ
る
。
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

（
速
報
値
）
は
本
人
94
・
４
％
、
家
族
25
・
３
％
、
合

計
76
・
９
％
を
確
保
し
た
。
と
く
に
家
族
の
受
診
率

は
、
パ
ー
ト
先
等
で
の
検
診
結
果
の
提
供
に
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
（
ク
オ
カ
ー
ド
の
贈
呈
）
を
付
し
た
こ
と

も
あ
り
、
前
年
度
の
20
・
２
％
か
ら
25
・
３
％
へ
と

大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。

　

受
診
率
向
上
で
は
、
特
定
健
診
の
40
歳
以
上
に
加

え
て
、
30
歳
か
ら
の
取
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

「
当
健
保
の
健
診
は
、
以
前
か
ら
30
歳
未
満
で
あ
っ

て
も
補
助
を
し
て
お
り
、
事
業
主
の
協
力
も
あ
っ
て
、

安
衛
法
の
健
診
結
果
も
含
め
て
全
て
の
健
診
結
果
が

集
ま
っ
て
い
た
の
で
苦
労
は
な
い
」（
西
島
常
務
理

事
）
と
い
う
。

　

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
健
保
連
北
海
道
連

合
会
の
保
健
師
の
援
助
を
受
け
て
、
専
任
の
保
健
師

１
人
が
広
い
道
内
を
年
間
計
画
を
立
て
て
巡
回
し
て

い
る
。

　

最
も
遠
い
事
業
所
の
保
健
指
導
は
、
北
海
道
の
東

端
の
根
室
市
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
と
バ
ス
に
乗
り
継
い
で

も
往
復
で
３
日
は
か
か
る
。
今
は
遠
隔
面
談
も
取
り

入
れ
て
い
る
が
、
保
健
師
か
ら
は
「
遠
隔
に
は
マ
イ

ナ
ス
の
要
素
も
あ
る
の
で
、
現
地
で
指
導
す
る
こ
と

に
意
味
が
あ
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
続
け
ら
れ
る
限

り
は
続
け
た
い
」
と
の
意
見
も
あ
る
と
い
う
。

　

健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
す
北
海
道
通
運
業
健
保

組
合
で
は
、
財
政
効
果
が
僅
か
で
あ
っ
て
も
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
の
「
減
算
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
る
。
令
和
５
年
度
の
速
報
値
に
よ
る
と
、
特
定
健

診
の
数
値
が
減
算
指
標
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
、

「
他
の
項
目
で
も
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
て
、
少
し
で

も
財
政
運
営
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」（
同
）
と
い
う
。
小
規
模
組
合
の

「
減
算
」
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
っ
て
い
る
。

健全な組合運営を目指し 
事務のIT化にも期待
北海道通運業健康保険組合

常務理事 西島 卓郎 氏

　平成21年に健保組合に着任して「解散
の危機」に直面した。たいへんな苦労を
して保険料を引き上げた経験から、今年
５月に常務理事に就任して「財政の健全
化が第一で、全身全霊で取り組みたい」

との決意を示す。
　常務理事を含めて、フロアにいる６人で約3000人の被保険者、2000
人の被扶養者の健康を守っている。仕事の進め方については、「自由
です。やりたいようにやっています」と言うが、繁忙期や困ったこと
があっても、「仕事は全てわかっていて、助け合いながら…」と。
　「各種届書の電子申請も増えてきて、事務効率はよくなってきまし
た。電子化された事務のウエイトが大きくなれば、特に問題はない
と思います」と職員には信頼を寄せている。「レセプト点検にしても、
かつては書庫に満杯のレセを引っ張り出すという作業がありました
が、今は再審査請求なども全て電子化されており、少ない人員でカ
バーできる状況になっています」と事務の電子化・効率化に期待す
る。「システムは何でもそうだが、マイナカードと健康保険証の一体
化などは便利な反面、住基ネットとの接続など最初はうまくいかな
いものです。しかし、理想があって、それに近づけるためにやって
いるので、その理想を目指していきたい」という姿勢で12月２日に
迫った「期限」に臨む。
　健康法のランニングは、自宅から真駒内公園までの12㎞を基本に、
月間50㎞を「ノルマ」にしている。「雪が降っても、マイナス10℃に
なっても長靴を履いて走ります」という強者で、「RUN後の一杯は
格別」の一言を忘れない。

シリーズ組合訪問  UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU
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○
国
会
議
員
へ
の
取
組

　

自
民
党
「
国
民
皆
保
険
を
守
る
国
会

議
員
連
盟
」
と
意
見
交
換

　

令
和
６
年
５
月
13
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
参
議
院
議
員
会
館
で
、
自
民
党

「
国
民
皆
保
険
を
守
る
国
会
議
員
連
盟
」

第
８
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
健
保
連
本

部
・
都
道
府
県
連
合
会
・
東
総
協
と
と

も
に
参
加
し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
会
長
代
理
の

佐
野
雅
宏
氏
が
骨
太
方
針
２
０
２
４
と

令
和
７
年
度
予
算
概
算
要
求
に
向
け
た

「
健
保
組
合
・
健
保
連
の
重
点
要
望
等
」

を
説
明
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
議
連
と

し
て
の
「
要
望
書
案
」
が
提
出
さ
れ
、

出
席
議
員
と
意
見
交
換
し
た
結
果
、
原

案
ど
お
り
「
要
望
書
」
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
。

　

こ
の
「
要
望
書
」
に
つ
い
て
は
、
５

月
29
日
に
鈴
木
俊
一
財
務
大
臣
、
６
月

４
日
に
武
見
敬
三
厚
生
労
働
大
臣
に
提

出
さ
れ
た
。

　

公
明
党
「
健
康
保
険
組
合
議
員
懇
話

会
・
厚
生
労
働
部
会
」
と
意
見
交
換

　

令
和
６
年
５
月
16
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で
、
公

明
党
「
健
康
保
険
組
合
議
員
懇
話
会
・

厚
生
労
働
部
会
」
合
同
会
議
が
開
催
さ

れ
、
健
保
連
本
部
・
東
総
協
と
と
も
に

参
加
し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
会
長
代
理
の

佐
野
雅
宏
氏
が
骨
太
方
針
２
０
２
４
と

令
和
７
年
度
予
算
概
算
要
求
に
向
け
た

「
健
保
組
合
・
健
保
連
の
重
点
要
望
等
」

を
説
明
し
た
。

　

公
明
党
か
ら
は
、「
健
保
組
合
・
健

保
連
の
重
点
要
望
を
し
っ
か
り
受
け
と

め
、
骨
太
方
針
に
最
大
限
反
映
し
て
い

く
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
公
明
党
は

要
望
を
５
月
中
に
政
府
に
申
し
入
れ
る

意
向
を
示
し
た
。

○
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会

　

令
和
６
年
６
月
11
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
東
貨
健
保
会
館
で
、
令
和
６
年
度

第
１
回
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会
を
開

催
し
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
保
険
課
へ

提
出
す
る
「
令
和
７
年
度
健
康
保
険
組

合
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項
の
取

り
ま
と
め
」
に
つ
い
て
、
検
討
集
約
を

行
っ
た
。

　

取
り
ま
と
め
た
要
望
事
項
（
60
項

目
）
に
つ
い
て
は
、
６
月
28
日
、
厚
生

労
働
省
保
険
局
保
険
課
及
び
健
康
保
険

組
合
連
合
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た

（
４
～
10
頁
参
照
）。

○
広
報
委
員
会

　

令
和
６
年
７
月
11
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
東
貨
健
保
会
館
で
、
令
和
６
年
度

第
２
回
広
報
委
員
会
を
開
催
し
、
①

「
総
合
け
ん
ぽ
」
第
１
６
１
号
（
令
和
６

年
７
月
号
）
の
校
正
等
、
②
同
第
１
６

２
号
（
令
和
６
年
10
月
号
）
の
編
集
方

針
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
•	 •
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

予告 � �全総協第118回定例総会及び福祉共済会�
第17回定例総会を次のとおり開催します

日時　令和６年９月24日（火）
　　　13時00分～
場所　明治記念館
　　　東京都港区元赤坂２－２－23
議題　○�令和５年度事業報告及び収入支出決算報告
　　　○その他
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千 
葉　
　
　
　
　
　

（
千
葉
県
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
定
例
総
会

　

令
和
６
年
５
月
23
日
、
千
葉
県
鴨
川

市
の
吉
夢
で
、
第
１
回
定
例
総
会
を
開

催
し
、
９
組
合
10
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
笠
原
会
長
が
健
康
保
険
組
合

を
巡
る
情
勢
及
び
千
総
協
・
全
総
協
の

事
業
へ
の
協
力
依
頼
を
含
め
た
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
議
案
の
①
令
和
５
年
度
事

業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
、
②
同
決

算
監
査
報
告
、
③
同
決
算
残
金
処
分
、

④
令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収
入
支

出
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
日
本
年
金
機
構
千
葉

年
金
事
務
所
適
用
調
査
課
長
の
藤
崎
龍

弥
氏
か
ら
、
日
本
年
金
機
構
の
近
況
を

ご
報
告
い
た
だ
い
た
後
、「
年
収
の

壁
・
支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
説
明

及
び
令
和
６
年
度
の
定
時
決
定
処
理
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

東 

京　
　
　
　
　
　

（
東
京
都
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
テ
ー
マ
別
研
修
会

　

令
和
６
年
５
月
23
日
、
千
代
田
区
の

薬
業
健
保
会
館
で
、
テ
ー
マ
別
研
修
会

を
開
催
し
、
73
組
合
１
０
１
名
が
参
加

し
た
。

　

東
総
協
の
齊
藤
事
務
局
長
に
よ
り
、

「
傷
病
手
当
金
に
係
る
法
令
・
通
知
な

ど
」
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

傷
病
手
当
金
を
テ
ー
マ
と
し
た
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

○
一
般
職
員
研
修
会

　

令
和
６
年
６
月
６
・
７
日
、
千
代
田

区
の
薬
業
健
保
会
館
で
、
一
般
職
員
研

修
会
を
開
催
し
、
44
組
合
65
名
が
参
加

し
た
。

　

２
日
間
の
研
修
で
は
、
東
総
協
の
齊

藤
事
務
局
長
に
よ
り
、「
健
康
保
険
の

概
要
」
と
「
健
保
組
合
業
務
の
概
要
」

に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
と
ビ

ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
」
で
は
、
合
同
会
社
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
の
石
井
美
江
氏
を
講
師
に
迎

え
、
個
人
の
ス
キ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
、
効
率
的
な
仕

事
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
研
修

を
実
施
し
た
。

○
定
期
総
会

　

令
和
６
年
６
月
26
日
、
千
代
田
区
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、
定
期
総
会

を
開
催
し
、
73
組
合
97
名
が
出
席
し�

た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
森
田
会
長
が
健
保
組

合
を
巡
る
情
勢
等
を
含
め
て
挨
拶
を
行

っ
た
後
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
及

び
収
入
支
出
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。
続

い
て
、
森
田
会
長
辞
任
に
伴
う
役
員
選

任
の
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
関
東
信
越
厚
生
局
の

武
田
康
久
局
長
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
の
後
藤
利
美
専
務
理
事
、

健
康
保
険
組
合
連
合
会
東
京
連
合
会
の

米
川
孝
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。

令
和
６
年
７
月
１
日
以
降
の
新
体
制

▽
会
長
＝
黒
田
詠
一
（
東
京
薬
業
・
専

務
理
事
）

▽
副
会
長
＝
栗
田
修
（
産
業
機
械
・
専

務
理
事
）、
南
彰
（
電
設
工
業
・
専
務
理

事
）

神
奈
川　

 　
　
　
　

（
神
奈
川
県
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
役
員
会

　

令
和
６
年
５
月
７
日
、
横
浜
市
中
区

の
神
奈
川
県
電
設
健
保
組
合
で
、
役
員

会
を
開
催
し
、
８
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
清
水
会
長
の
挨
拶
後
、
議
題

の
定
例
総
会
の
会
期
及
び
提
出
議
案
の

①
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
入

支
出
決
算
案
、
②
同
収
入
支
出
決
算
残

金
処
分
案
の
内
容
を
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

○
定
例
総
会

　

令
和
６
年
６
月
13
日
、
横
浜
市
西
区

の
ホ
テ
ル
プ
ラ
ム
横
浜
で
、
定
例
総
会

を
開
催
し
、
16
組
合
29
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
清
水
会
長
の
挨
拶
後
、
来
賓

の
健
康
保
険
組
合
連
合
会
神
奈
川
連
合

会
の
篠
原
正
泰
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
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た
だ
い
た
。
議
案
の
①
令
和
５
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
入
支
出
決
算
案
、
②

同
収
入
支
出
決
算
残
金
処
分
案
を
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

○
保
健
事
業
等
研
修
会

　

令
和
６
年
７
月
10
日
、
横
浜
市
西
区

の
ホ
テ
ル
プ
ラ
ム
横
浜
で
、
保
健
事
業

等
研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
14
組
合
28

名
に
加
え
、
会
員
外
21
組
合
24
名
が
参

加
し
た
。

　

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
神
奈

川
審
査
委
員
会
事
務
局
審
査
企
画
課
長

の
中
谷
英
宗
氏
に
よ
り
、「
原
審
査
の

概
要
及
び
再
審
査
の
処
理
状
況
に
つ
い

て
」、
同
調
整
課
長
の
小
柴
智
久
氏
に

よ
り
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
関
係
帳
票

の
見
方
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
が

行
わ
れ
た
。中 

部　
　
　
　
　
　

（
中
部
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
理
事
・
監
事
会

　

令
和
６
年
５
月
17
日
、
名
古
屋
市
中

村
区
の
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
理

事
・
監
事
会
を
開
催
し
、
13
組
合
14
名

が
出
席
し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
５
年
度
事
業
実
施
結

果
報
告
案
、
②
同
収
入
支
出
決
算
案
、

③
同
決
算
残
金
処
分
案
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。

○
定
例
総
会

　

令
和
６
年
６
月
20
日
、
津
市
の
ホ
テ

ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
津
で
、
定
例
総
会

を
開
催
し
、
32
組
合
33
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
案
の
①
令
和
５
年
度

事
業
実
施
結
果
報
告
案
、
②
同
収
入
支

出
決
算
案
、
③
同
決
算
残
金
処
分
案
、

④
中
総
協
会
則
及
び
諸
規
程
の
改
正
案

並
び
に
運
営
委
員
会
規
程
の
新
設
案
、

⑤
中
総
協
人
材
育
成
プ
ラ
ン
案
等
に
つ

い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

し
た
。

　

総
会
後
の
研
修
会
で
は
、
一
般
社
団

法
人
伝
統
文
化
伝
承
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
代
表
理
事
の
安
藤
聖
笙
氏
に
よ
り
、

「
人
材
育
成
に
お
け
る
常
務
理
事
の
役

割
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

近 

畿　
　
　
　
　
　

（
近
畿
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
医
療
制
度
対
策
委
員
会

　

令
和
６
年
５
月
８
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
阪
薬
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
医

療
制
度
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
15
組

合
16
名
が
出
席
し
た
。

　

山
上
委
員
長
が
議
題
の
「
令
和
7
年

度
予
算
編
成
に
対
す
る
厚
労
省
へ
の
要

望
・
意
見
」
に
つ
い
て
、
各
健
保
組
合

か
ら
の
要
望
事
項
等
を
説
明
し
、
委
員

会
に
て
検
討
し
た
。
最
後
に
青
島
会
長

が
情
勢
報
告
を
兼
ね
て
挨
拶
し
た
。

　

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
要
望
事
項
は
、

近
総
協
の
要
望
事
項
と
し
て
全
総
協
へ

提
出
し
た
。

○
業
務
対
策
委
員
会

　

令
和
６
年
５
月
15
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
織
健
保
会
館
で
、
業
務
対
策
委

員
会
を
開
催
し
、
15
組
合
16
名
が
出
席

し
た
。

　

青
島
会
長
の
情
勢
報
告
を
兼
ね
た
挨

拶
の
後
、
高
山
委
員
長
と
山
本
副
委
員

長
が
議
題
の
「
令
和
５
年
度
事
業
結
果

及
び
決
算
」
を
報
告
し
た
。
令
和
６
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
前
年
度
同
様

と
し
、
予
算
に
つ
い
て
は
変
更
点
を
説

明
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
に
実
施
し
た
「
資
格
確

認
書
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
」
に
基
づ
き
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

○
福
利
厚
生
委
員
会

　

令
和
６
年
５
月
31
日
～
６
月
１
日
、

神
戸
市
北
区
の
ザ 

グ
ラ
ン 

リ
ゾ
ー
ト 

プ
リ
ン
セ
ス
有
馬
で
、
福
利
厚
生
委
員

会
を
開
催
し
、
13
組
合
14
名
が
出
席
し

た
。

　

植
田
委
員
長
の
開
催
挨
拶
の
後
、
委

員
長
と
近
藤
副
委
員
長
が
議
題
の
①
令

和
５
年
度
事
業
結
果
及
び
決
算
、
②
令

和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
ま
た
、
各
行
事
の
実
行

委
員
会
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
日
程
・

行
事
等
を
検
討
し
た
。

　

最
後
に
青
島
会
長
が
情
勢
報
告
を
兼

ね
て
挨
拶
し
た
。

○
理
事
・
監
事
会

　

令
和
６
年
６
月
12
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
、
理

事
・
監
事
会
を
開
催
し
、
理
事
、
監
事

20
名
が
出
席
し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
5
年
度
事
業
報
告
案
、

②
同
収
入
支
出
決
算
案
、
③
同
収
入
支

出
決
算
残
金
処
分
案
を
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
承
認
し
た
。
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○
定
時
総
会

　

令
和
６
年
６
月
20
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ 

ラ
・
ス
ー
ル

大
阪
で
、
定
時
総
会
を
開
催
し
、
58
組

合
77
名
が
出
席
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
近
畿
厚
生
局
の
田
川
努

保
険
課
長
、
健
康
保
険
組
合
連
合
会
大

阪
連
合
会
の
川
隅
正
尋
専
務
理
事
、
全

国
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
の
後
藤

利
美
専
務
理
事
を
お
迎
え
し
、
情
勢
報

告
を
兼
ね
た
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

青
島
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
案
の
①

令
和
５
年
度
事
業
報
告
案
、
②
同
収
入

支
出
決
算
案
、
③
同
収
入
支
出
決
算
残

金
処
分
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
し
た
。中 

国　
　
　
　
　
　

（
中
国
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
定
例
総
会

　

令
和
６
年
４
月
18
日
、
岡
山
市
の
サ

ン
・
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
、
第

42
回
定
例
総
会
を
開
催
し
、
８
組
合
15

名
が
出
席
し
た
。

　

田
中
会
長
の
挨
拶
後
、
令
和
５
年
度

事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
案
に
つ

い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
専
務
理
事
の
後
藤
利
美
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
健
康
保
険
組
合
を

取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
す
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。

九 

州　
　
　
　
　
　

（
九
州
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

○
定
時
総
会

　

令
和
６
年
４
月
23
日
、
福
岡
市
博
多

区
の
ホ
テ
ル
ク
リ
オ
コ
ー
ト
博
多
で
、

定
時
総
会
を
開
催
し
、
５
組
合
８
名
が

参
加
し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
５
年
度
事
業
報
告
案

及
び
収
入
支
出
決
算
案
、
②
令
和
６
年

度
会
費
徴
収
案
、
③
令
和
６
年
度
事
業

計
画
案
及
び
収
入
支
出
予
算
案
に
つ
い

て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し

た
。

　

総
会
終
了
後
、
健
康
保
険
組
合
連
合

会
渉
外
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
三
嶋

雄
二
郎
氏
に
よ
り
、「
最
近
の
情
勢
を

踏
ま
え
た
渉
外
活
動
報
告
」
と
題
す
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。
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表紙のことば

上
野
不し

の
ば
ず
の
い
け

忍
池
の
蓮
と
辯べ

ん
て
ん
ど
う

天
堂

�

（
東
京
都
台
東
区
）

上
野
不
忍
池

　

上
野
恩
賜
公
園
（
以
下
、
上
野
公
園
と
記

載
）
は
、
日
本
で
最
初
の
都
市
公
園
の
ひ
と

つ
で
、
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
の
太
政
官

布
達
に
よ
り
東
京
府
公
園
に
指
定
さ
れ
、
２

０
２
３
年
に
開
園
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

こ
こ
は
、
江
戸
時
代
は
東
叡
山
寛
永
寺
の

境
内
で
、
明
治
維
新
後
は
官
有
地
と
な
り
、

大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
に
宮
内
省
を
経
て

東
京
市
に
下
賜
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
恩

賜
」
の
名
称
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

公
園
に
は
、
重
要
文
化
財
や
博
物
館
・
美

術
館
・
動
物
園
な
ど
多
く
の
文
化
施
設
が
あ

り
、
芸
術
文
化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
春
の
桜
か
ら
始
ま
り
、
牡
丹
・
紫

陽
花
・
蓮
・
紅
葉
と
四
季
折
々
の
景
観
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
、
都
会
の
オ
ア
シ
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

上
野
不
忍
池
は
、
公
園
の
南
端
に
位
置
し
、

蓮
池
・
ボ
ー
ト
池
・
鵜
の
池
の
３
つ
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
蓮
池
は
、
７
～
８
月

に
は
一
面
が
蓮
で
覆
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代

以
来
、
文
人
墨
客
の
集
う
蓮
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
忍
池
辯
天
堂

　

天
台
宗
東
叡
山
寛
永
寺
は
、
慈
眼
大
師
天

海
大
僧
正
に
よ
り
天
台
宗
総
本
山
の
比
叡
山

延
暦
寺
（
滋
賀
県
）
に
見
立
て
、
寛
永
年
間

に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
辯
天
堂
は
、

琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
竹ち
く

生ぶ

島
に
見
立
て
、
不
忍

池
に
中
之
島
を
築
い
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
の
お
堂
は
、
昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

辯
天
堂
に
は
、
谷や

中な
か

七
福
神
の
弁
財
天
と

は
別
に
大
黒
天
が
お
祀
り
さ
れ
て
お
り
、
豊

臣
秀
吉
公
が
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
伝
説

も
あ
っ
て
か
、
幕
末
の
戦
争
や
太
平
洋
戦
争

な
ど
の
難
を
免
れ
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

清き
よ

水み
ず

観
音
堂
と
月
の
松

　

上
野
公
園
と
な
っ
た
広
大
な
境
内
に
は
、

本
堂
を
始
め
と
し
て
多
く
の
お
堂
が
あ
り
ま

し
た
が
、
明
治
維
新
で
の
戊
辰
戦
争
、
関
東

大
震
災
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
な
ど
で

多
く
が
消
失
し
ま
し
た
。
五
重
塔
や
黒
門
な

ど
、
江
戸
時
代
か
ら
残
存
す
る
数
少
な
い
中

の
ひ
と
つ
が
清
水
観
音
堂
で
す
。
こ
の
お
堂

は
、
名
称
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
京
都
の
清

水
寺
を
模
し
た
も
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
桜
の
名
所
で
あ
る
観
音
堂

は
、
浮
世
絵
で
名
高
い
歌
川
広
重
の
『
名
所

江
戸
百
景
』
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
上
野

清
水
堂
不
忍
ノ
池
」
や
「
上
野
山
内
月
の
ま

つ
」
に
描
か
れ
て
い
る
〝
月
の
松
〟
と
云
わ
れ

る
、
松
の
枝
を
丸
く
し
て
月
を
模
っ
た
形
は

大
変
評
判
で
し
た
が
、
明
治
初
期
の
台
風
被

害
で
無
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
松
は
、
浮

世
絵
に
も
描
か
れ
た
江
戸
の
風
景
を
復
活
さ

せ
る
た
め
、
約
３
年
半
を
か
け
平
成
24
（
２

０
１
２
）
年
に
１
５
０
年
ぶ
り
に
復
元
さ
れ

た
も
の
で
す
。

清水観音堂と月の松

旧寛永寺五重塔
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6 月から医療費が変わります
医療費節約 新時代の
医療の受け方

今から使おう！
マイナ保険証

体裁：Ａ４判　総 16 頁
定価：本体 200 円＋税

体裁：Ａ４判　総４頁

新刊

新刊 新刊

新刊

若いうちに知って
おきたい健康のこと

新刊

新刊

体裁：Ａ４判　総 16 頁
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フレイル予防で
いきいきライフ
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ジェネリック・リフィル処方箋
お願いシール

体裁：封筒型

リフィル処方箋
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広報誌、健康図書、家庭医学書、市販図書、実務図書の発行

出 版 事 業

スマートフォンに標準対応。 
使いやすさ・機能も大幅に向上

ホームページ・スタンダードプラン V
バージョン

3

「データヘルス計画」に基づいたプログラム

法研のデータヘルスプログラム

個人向け情報提供をサポートします

マイヘルスウェブ

健診受診者ひとりひとりに合わせた、オンリーワンの健康情報誌

マイヘルスレポート

健康づくりキャンペーンの実施をお手伝い

マイヘルスアップキャンペーン

健診・保健指導義務化への対応に

法研 特定保健指導プログラム

特定保健指導対象外の高リスク者にも確実にアプローチ

重症化予防事業

長年培ってきたノウハウで医療費低減化をサポート

前期高齢者向け電話保健指導『すこやかエイジ』

禁煙成功へのパートナー

禁煙支援事業

いつでも相談相手がいる「安心感」を提供します

ファミリー健康相談／ 
ベストドクターズ ®・サービス

こころの悩みや不安に臨床心理士がお応えします

メンタルヘルスカウンセリング

安衛法の改正に対応したストレス対策をご提供

マイストレスチェック

保健事業の推進と業務の効率化に

保健事業支援システム

ジェネリック医薬品の使用を促進します

ジェネリック医薬品差額通知（GE-Report）

保険給付適正化をサポート

被扶養者資格調査事業

入庫から保管までレセプトに関する業務を代行します

レセプト管理・分析システム

正確かつ高品質のデータ作成が可能に

健診結果データ化サービス

ご注文・お問い合わせはご注文・お問い合わせは

https://www.sociohealth.co.jp/
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